
ストローブマツ,ヨーロッパアカマツの造林成績
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は　じ　め　に

北海道に導入された外国産樹種の中でマツ類の造林地は昭和30年代後半から40年代前半にか

けて著しく増加したが,そのうち,ストロープマツが最も多く,ヨーロッパ7カマツがこれに

ついでいるo　これらの樹種は全道的に植栽されており.一般民有林では胆振,日高,網走支庁

管内がとくに多い｡

しかし,その後の造林成績については,立地環境ないし病虫猷害などによって残存率が著し

く低下しているものも多く,また, JEで.は成績不良,先行不安などから放置されたとみられ

る不成績造林地がめだっており,全般に不良であるD

今回,林務部の依轍によって,残存率が低く,かつ,不成績造林地の多い胆振支庁管内東部

(以下,胆振東部と略)並びに残存率が高く,成績の良好な網走支庁管内中部(以下,網走中部と

略)において調査を行ったので,その概要と今後の施業について考察を加えたo

なお,胆振東部は,立地,造林成績,病虫猷害,気象害の各分野にわたり調査を行い,網走

中部は造林成績の調査のみに留めた｡また,調査地は管内の一部で,短期間の調査でもあるた

め十分解明しえをい点も多く今後の検言寸にまちたいO

本調査に際し,予備調査,現地資料などで協力をいただいた網走,胆振両支庁株務課および

林業指導事務所の各位に感謝するO

調　査　の　概　要

調査地は胆振東部の苫小牧市,厚其町,穂別町の3市町と網走中部の美幌町,北見市,留辺

葵町,遠軽町.上湧別町,紋別市の6市町の民有林でIlトV齢級を主体とするストロー7､ヤツ,

ヨーロッパアカマツの造林地である｡

調査は造林部.経営保護部からなるプロジェクトチームを編成し,それぞれの部門を担当暮し

た｡調査は胆鞍東部を1980年6月下旬に,網走中部を7月下旬に実施した｡

調査株分は胆振東部でストロープマツ7林分,ヨーロッパアカマツ5林分の計12株分,網走

中部でストロープマツ10林分,ヨーロッパアカマツ2林分の計12林分である｡

これらの調査林分では0.05haの標準地調査を行い,地況,林況,施業歴,被害の状況,成株

の可否,今後の施薬方法などを検討したO

*造　林　蕃:加納博(総括)C　山根玄一,寺沢和彦(立地)O　水谷栄一,福地稔(造林成績,気象書)a
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胆振東部の土壌母材は,新しい火山放出堆積物(棉前山,有珠山)の火山砂,浮石榛とそ

の下方にある微妙質の火山l火(恵庭･支窃)であるD　ほとんどの調査地では,火山砂,浮右横

層が偉く,未熟土層の厚い未熟土壌であった.ただ穂別町北部では,未熟層がほとんどなく,

熱土であるBD型. BJE型土壌であったO

調査地の土壌はIm(m)-vs型, Im(w)-vs型, (BJe)-ImW-vs型, BD型, B^e型の5種

類であったo前3者は未熟土壌であり,未熟層(C層)の厚さは30cm以上で,新しい火山放出物

性は頓は1mi!!蝣;:t.i>　､

土壌の化学的性質については,調査地のストローブマツ林の地表のA層と試験場内(光妹内

ストローブマツ林A層を比較してみたO　とくに際立った差異がみられたのは,調査地のA層で

は無機養分のうち加里含有量が少か､ことである(光珠内土壌の14-施程度で, El高西部にく

らべてもか在り少をい)D　そのほかは大きな違いはなかったO
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図-1　調査地の土壌
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(Hi) Im-vsは,火山砂を母材とする未熟土壌を, Cm), (w)は水分状態が並(medium),湿潤(wet)である

ことを示す｡ {BSe) -lm如)-vs型は, Imfcv)一VS型土壌であるが,黒くて惇いA層をもら, BAE型土壌

の性質をもつf'のをとくに分けたもの｡未熟土壌は通気　通水性がよく理学的性質にはすぐれているが
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に乏しい｡また深いところにある埋没土層のA層は活性が劣った状態にある｡



〔ストロープマツ〕

立地(胆振東部)

原産地と調査地の気候　原産地の

中心地は北米大陸五大湖周辺であり,

大陸性気候によく生育するようであ

表-1　ストローブマツ帯土との降水量.湿度の比較

4日　5日　6F】 7月　8H　9H　牛

る.胆振東部では,温度条件は原産　H　モントリオ-ル　72　72　85　89　77　82　971

地に近似しているが,生育期の降水　降ト　ロ　ント　63　81 61 74　67　66　760

量が多く･6-8日の平均湿度は約20　水苫　小　牧　93 106 119 164 175 177 1､242

%高い(秦-1

欄前山麓Eil有林の異常落葉被害

苫小牧.白老両営林署管内では, 1970

年頃から植栽後10年を経過したスト

ロープマツ株に異常落葉の被害がつ

F]　　　　老　　92　184　ユ47　217　199　219　1,414

呈　埠　　　臭　　122 122 118 162 179 1,183

'州　穂　　　　別　　87 126 126 141 212 179 1,360

1
.
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モントリオー　　　　　　　65　　68　　70　　69　　73　　　73

ト　ロ　ン　ト　　　70　　69　　69　　69　　70　　75　　　75

苫　　小　　牧　　79　　83　　　　91　89　82　　72

づいているO被害木の葉は短く, 2年目の葉は黄褐色化し. 7月頃落葉する｡激宮地では,当

年葉も7-8日に落葉し,先枯れ状に在るといったものであるO　この原凹について国立株式北

海道支燭では10年ちかく多面的に調査しているが,まだ決定的な原軌ま明らかにされていか､O

原田ら(支鳩年報･ 1972)は土壌の立場から, ①被害は加里欠乏症に類似している, (彰被害

が未熟土地域に限られている, ③未熟土壌ではA層が薄く,浮石層は養水分が少ない, ④とく

に単位面積あたりの土壌中の加里現存量は異常に少｣く, 11年生株分の樹体中現存量と同程度

しかない,などの点をあげて,加里不足による被害でか､かと予報した｡その後,原田(北方

林業1977)は枯死をまぬがれた被害木には葉量を回復したものがあり,また苫小牧営林署の

施肥試験地や肥料のヘリ散布地では肥効がみられをかったことをどから,原因は必ずしも養分

不足とはいえないとしている｡この被害については,吉武(支場年報1978),佐々木ら(目株

北安浦1979)の報告がある｡今回の調査地の中にはこのEg有休類似の被害はなかったが,国

鉄千歳線(以下,千歳線と略)以西の樽前山麓の民有林(白老町,苫小牧市)や北大演習林に

も類似の被害がみられており,枯損も発生している｡

土頓集件と生長　土壌と樹高生長の関係は. ①BBE型. Im(w)-vs型. (B^e) -Im^Ks型

の弱湿性土壌では野幌の収穫表B等地にちかい樹高生長である　Im(m)-vs型土壌では劣って

いる(図-2)｡. C勤地表近くのA層および土壌化した層(A, A-B, B層)が薄いところは生長

が劣っているO ③未熟土壌では未熟層の厚さと生長の関係は必ずしもみられか､O　④BD型.

BβE型土壌では生長がよいようである｡

ストロ-プマツの生長は一般によいとはいえないO葉が短い,また,薬屋が少をいといった

生育上問題のある林分は,Im(m)-vs型土壌の3個林分とIm^vhvs型土壌の1個林分にみられた0
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写貢-2　No.1ストローブマツ　図-4　ストローブマツの樹高生長　図-5　ストローブマツの直径生長
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これに対し.保育不十分を株分は,広葉樹の倭人やつる類の繁茂により被rtされ樹形不良で

枝の枯れf･_りも著しく,また,短棄化し樹高生長の衰えがみられ,活力がきわめて乏しかった｡

ストロ-ブマツはとくに自然落枝の囲牡な樹種であるため,枯れ上った輪生枝はそのまま巻

き込まれ,死節を形促し,材質の著しい低下をまねくことになるO

概括すると,ストロ-プマツは両支庁をあわせて考えると中位の生長を示しているが,積極

的引呆青によって今後も期待できる妹分がかなりあるo

病虫猷害(胆振兼#)

今ra調査した胆振管内への前記2樹種の導入は,主にカラマツ先枯病被害地あるいは.その

被害回避のためにカラマツの代替樹種として植栽されたものである｡

外国樹種導入にさいしては,気候風土,造林技術の外に,病虫害がその成否を決定するが,

病虫害の面からみると,外国樹種の導入によって新たか亮虫害が持ちこまれ,このため従来そ

.~>M:-:i-'¥iこ>*--サ- ,'､1;サt虫*蝣蝣>-.し社蝣!蝣:< :峠11､¥V.し　′-榊t∵い',.こ　21い　卑し榊挿し■叫I*.';

発生の様相にはつぎのものがある｡

1)棟産地では問題に在るほと-の被害を与えか､ものが,導入した国の環境条件によって惨害

をおよぼす場合0

2)導入した国の病虫害の寄生をうけ,これに対する抵抗性をもたか)ために激害をうける場合｡

3)外Eg樹種とともに輸入された病虫害によって在来種が著しく被害をうける場合｡

ストロ-ブマツの発疹さび病は　2)の例であるD

表-2　病虫害調査結果(胆振ォ]

ストロー7■マツ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ一口･ソパ7カマツ

5

6

8

9

10

病　　害　　　　　虫　　　宮　　　　　　　城　　'ik:　　　　　虫　　　害

ll

･2　蟻這芸;･漂
14

15

1警三g竺ぷ病

j苧…ぎ警病 信二;!,三妄言㌻三三三カ

マツカワモブリガ　　　　　　マツのこぶ病　　　マルクビヒラタカミキリ''

マツツ77カシンムシ

マツノシンマダラメイガ

マツノシンマダラメイオ

-マキガの一種

17　　　　　ナラタケ病

.I　●　轄>,',蝣｣ …　二次寄生　　‥■　伐倒木

ナラタケ病　i言三1㍍　三言笹



調査結果は表-2に示した｡この表から,病虫害の校規も少をく,また被害も軽微で両樹種

に対する影響はほとんどないと思われる｡今後注意する必要のあるものは病害ではストロー7

-r　-V)埠抜きこ>t)もA.'t Ii (I h -:-

気　El

胆振束灘の11年生休分(樹高約5m)の周辺風衝部に寒風害によって幸先の槻変した個体が

みられた程度であった｡しかし,多雪地方で融雪の遅い地域や早春に,ドカ雪のある地域では,

梢頭の折損,樹幹の曲り,枝抜け7;どの雪害があり(当場の光珠内実験棟でもそれらの雪害が

ろられる).つる切り除伐などの保育を十分に実行し被害の軽減を図る必要があろう｡

今後の施兼

立地と造林樹種(胆振東部)

1) -ft地と樹種の関係は前述のように3地区に分けて考えることができる(①熟土地区, ㊨

千歳線以東の未熟土地区, (彰千歳線以西の未熟土地区)O

2) 1本あたP)の養分峻収量を増加させる意味からも除･間伐は必要である｡生産能率の衰

えた樹冠下部の枝打ち.つる切りをども行うべきであろう｡

3)偉人した広葉樹のうち,ストロープマツの生長をさまたげないものは残す0

4)施肥は行わをい.

改植する場合の樹種としてはカラマツ.トドマツ, 7カエゾマツの3樹種が考えられる｡熟

土地圧には3樹種とも植栽可能であるo　千歳線以東の未熟土地区には風の強くないところにカ

ラマツが適する｡千歳線以西の未熟土地区には,推奨できる樹種はか､が.桟根性の7カエゾマ

ツが比較的適しようO　をお,一般的事項として未熟土壌地では火人地ごしらえは腐植量を減少

させるのでさけるべきであるO

造林地の取扱い

積極的に保育を辛する林分10年生以上の林分で残存率が50%以上(ha当り約1,500本以上)

の林分は.株況に応じて,つる切り,除伐,間伐,枝打ちなどを適期に実行し材積生長と価値生

長の増大を閉るようにするO

他樹種に改植を要する林分10年生以上の妹分で残存率が50%未満の株分と,はっきり活力

の劣る林分は,他樹種に改植を検討する必要があろう｡採用する樹種は立地の項であげたよう

に,カラマツ,トドマツ,アカエゾマツなど北海道の造林樹種として定着している樹種を適地,

生産目標を考慮して選択するO地蹄は,侵入している広葉樹をいかし,かつ造林投資(主と

して地給費)の節減をmるため,刈払率は50%以下を目標としたい｡したがって,列状密楯が

適当と考えられる｡例えば,トドマツに改植する場合,苗列間1.5mの3条植栽でha当り2000

本植えとすると, 5m刈の5m残しで,刈払率は50%と在る｡この方式でも集約引呆育により



主伐期にはha当り500本は収穫可能であろうO　このほか,おき幅に残存する広葉樹の育成を図

りその収穫も期待できるO

侵入した広葉楯の育成　他樹種による改植が不可能な造林不適地と考えられる妹分は,侵入

した広葉樹を育成して有岡な広兼樹林施業を目指すことであるO侵入した広葉樹は,樹齢が30

-40年生になるまで自然淘太にまかせて密立させ,樹形が整い.ある程度の枝下高を持つよう

になってから除･間伐を行う｡

〔ヨーロッパアカマツ〕

立地(胆振東部)

郷土はヨーロッパのほぼ全域からシベリア極東地方に

までおよぶが.主産地は降水量500-750mmで大陸性気候

地域に限られている｡湿地では生長は劣るといわれる｡

胆振東部の気候は主産地にくらペて降水量が多く,海洋

性気候であり,生育期の湿度も高い｡

調査地での樹高生長と土壌型の関係は, B D型土壌で野

幌の収穫予想表とはぼ同程度でありIm(m)1　型土壌

でもこれにちかい生長であった｡しかし,弱湿性のB`E

型Im(w)-vs型, (BォE)-Im(w)叩S型ではこれよりか
(｣2

林　　　　齢

なり劣っており,初期生長は湿った土壌で劣るようであ　周-6　土壌型と∃-ロツバアカマツの

m

調査地の株分は,本数減少が多く,手入れ不足のため,

広葉軌　つる類による被圧によって,葉が短く,葉量が

少なく,活力が不良である｡

土壌的には.餐･水分の要求量はストロープマツより

も少なく,未熟土壌でも問題は少をい｡ヨーロッパアカ

マツの生育不良の主原因が土壌にあるとは思われないが

強いてあげれば, ①未熟者の存在により垂下根があまり

発達しか､, ②弱湿性土壌ではとくに融凍時に土塊表層

層が過湿になる,等のことが考えられる｡

造　林　成　績

ヨ-ロッパアカマツは全般に碇積不良で,胆振東部の

出EICE
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図-7　ヨーロッパアカマツの残存率
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調査林分5箇所はすべて成林不能である_.綱′ヒ中だ拓の2筒)Ilfは1個所が成維不従である一

残存率　ヨーロッパアカマツ_--Jいても　蝣a料イりiを補うためにストローフ■~マツとIii]L'く

前述の:_つの文献のデータを加えて卜Rト7に示した､これをみるとヨ一口ソハアカマツは.植

栽'11初から残存率の急激を低卜がH ､Jl_ち. lOtf一生taで50%近くまでわらこむ傾向がみられるっ

調査林分の造林木をよく観察すると. ~､II_枯れ木のほとんどに.ノネズミの古い魚津あとがみら

れたことから,植掛13細からwのよう【こ魚蝣iflを･-)けて.それが残存Mの急激を低卜をもたLL,

したものと推察されるっ　また,保留の不卜分も原l句の一つにあげられる二

生　長　ストロープマツとrサi掛こ調査地([･情調糾也以外に観解した2林分を含V)のコ-

u　､~･'ヤ　　ー'V[;k5-ヨー12　､蝣;蝣-/<一�"　蝣の山柁f.サniと1,-よこ.､J;蝣v i､'叫(相IL-∴二･】L.Lされ■二

生長と対比してみたのがJLX卜8およびいスト9である.これをみると軌Sit長　けズト8)は煤帝

frM帖‥蝣Ji- Kn L '=上''-~,t¥-j作一蝣reトl-:->'*-H<ナ

とでは明らかを某があり, ffl古ではカラマソ林収帽

おⅣ等地にはぽI*.敵する生長を示し.綬ji･は野幌地

JJ'のヨ-ロッハアカ7ソ椎収稽f,悪衣ill卜の'｣良に

とと王.てい: ll'uf'l-k I-9　　　　　ポーfc'l'

部で. †li=荷を相称的【こ実一行したと思われる林'jTがカ

ラマ■ノ林収稽貞wァ地にI*.敵するり外は,概して勺三

良が不良で.即槻地))'のヨ一口･ノバアカマツ林取持
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図-8　ヨーロッパアカマツ
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予想表の生長よりかなり低い林分が多い｡

造林成績　ストロ-プマツと同様に造林成樺と地況との関係は認められなかった.しかし,

造林成績は保育が十分行われたとみられる林分でよく,とくに下刈り,つる切り,除伐などの

不十分を林分ほど造林成鰍ま劣っていたO

胆振東部の成林不能な林分に残存している造林木は,樹冠の広がりが不十分で菓量が少ない

うえに複梢,樹幹のわん曲などの形態をした個体が多く,全般に晴力が著しく減退していたO

また,広葉樹の侵入により被圧をうけて枝が枯れ上り,枯死寸前の個体も数多くみられたO　こ

のようを活力減退は,隣接する他樹種(主としてカラマ

ツ)の人工林が中位以上の成績の林分が多いことから,

立地条件のみに起因するとは考えられない｡

概括すると,ヨーロッパ7カマツは残存率の著しい低

下と括力不十分を状態から成林不能な林分が多い｡これ

らの成株不能な林分は思いきって他樹種に改植を図るか

造林不適地と考えられる箇所は,侵入した広葉樹を育成

するかをどの施業の転換を図ることが望ましい｡　　　　図-10　胆振支庁管内東部調査地

位置Egl

病虫獣書(胆振東部)

ノネズミの害が調査林分のNo.5, Nailでみられ,保育の良否と関係が深く,今後も留意しな

ければをらないo害虫では今後注意を要するものでマツノシンマダラメイガが考えられるO

*　*　s

調査地では,現時点では寒風害,雪害をどの気象害はみられなかったo Lかし,多雪地域で

は雪害が発生することが知られているので,つる切り.除伐などの保育を十分に実行し,被害

の軽減に留意することが望ましい｡

今後の先業　/i

積捷的に保育を辛する林分　調査地の成績からみて該

当する林分は非常に少をい｡ 10年生以上で,およそ70%　ゝ
､

以Lの残存率を保っている林分を対象としたい0　　　　,人
ノ､_

他樹種に改植を要する林分10年生以上の林分で残存

率が70%未満の株分を対象とするO改植の方法はストロ

ー~'~､■　:二*蝣*"6

侵入した広葉81の育成　ストロ-ブマツに準ずる｡

･〉/

凡例
0ストロー7`マツ

I 1 11　c蝣^i-,-

軽-fSMzmmi冒=凱EOS

位置図



ま　と　め

外国産マツ類で造林成績が問題とされているストロープマツ,ヨーロッパアカマツの実掛二

ついて,胆振,網走支庁管内の一部を調査し,立地,戎横.病虫猷害,気象害をどの面から現

時点で実態を検討し,今後の施業について考察を行ったO総括すると次のとおりであるo

立地(胆場景静)　土壌条件によって次のように3地区に分けられるO　なお,ヨ-ロッパア

カマツの不成簾と土塊条件との関係は大きくないようである｡

①穂札　厚其両町の北部の熟土地区では,ストローブマツの成績が良好で,将来とも期待で

きるo (参千歳線東側の未熟土地区では,現在のストロ-プマツは.まずまずであるが,長期的

には懸念があるo @千歳線西側樽前山麓の未熟土地区では将来の成績があまり期待できないo

改植する場合は適する樹種はないがアカエゾマツが考えられる｡

造林成績　胆振東部はヨーロッパアカマツの残存率が低く,全般に保育も不良で,かつ,坐

長もあまりよくをい｡網走中部では,全般に残存率が高く,枝打ちなどを行っている箇所は良

好な生長を示しているが,全般には保育が遅れている｡なおヨーロッパ7カマツは成績でみる

限り現在および将来とも期待できないものが多い｡

病虫獣書(胆振東蕃)　現時点では,病害,虫害をどは散見されるにすぎか､ので広がる危

険はか､が,ヨーロッパアカマツでノネズミの食害は不成練の原因の一つにあげら汁,被害防

除が必要であるO　ストロープマツの発疹さび病の被害対策としては,発生予防の上から,中間

寄生植物(スダリ,シオガマ類)による感染予防を考慮して下刈りならびに造林木の枝打ち

(約2m程度)を行うことが望ましいo

気　象　喜　成林可能な林分にあっても,風の影響の強い箇所は除伐の際に,侵入した広葉

樹の活用を考慮し,画一的引呆膏をさけるD　また,改植の場合は,トドマツでは霜害地形,カ

ラマツでは風衝地を避ける｡

今後の撫集　成株の見込みについての目安として, 10年生以上の株分で,ストロ-プマツは

現存率50%以上,ヨーロッパアカマツは70%以上とし,それ以下は改植が望ましい｡

成林可能林分の取扱いでは,未熟土壌地ではとくに単木の養分吸収量増加を図る意味を含め

除間伐,養分循環促進上から侵入した広葉樹の活用,枯枝の巻き込みによる材質低下を防ぐた

めの枝打ちなどの点を考慮する｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(造林部)


